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議案の賛否一覧表

　

令
和
８
年
第
１
回
町
議
会

　

令
和
８
年
第
１
回
町
議
会

定
例
会
は
、
３
月
５
日
に
招

定
例
会
は
、
３
月
５
日
に
招

集
さ
れ
、
会
期
を
５
日
か
ら

集
さ
れ
、
会
期
を
５
日
か
ら

1010
日
ま
で
の
６
日
間
と
し
、

日
ま
で
の
６
日
間
と
し
、

行
政
報
告
、
教
育
行
政
報
告
、

行
政
報
告
、
教
育
行
政
報
告
、

各
委
員
会
報
告
の
後
、
１
議

各
委
員
会
報
告
の
後
、
１
議

員
に
よ
る
一
般
質
問
が
行
わ

員
に
よ
る
一
般
質
問
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
専
決

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
専
決

処
分
の
承
認
１
件
、
令
和
７

処
分
の
承
認
１
件
、
令
和
７

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
及

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
及

び
特
別
会
計
補
正
予
算
、
公

び
特
別
会
計
補
正
予
算
、
公

営
企
業
会
計
補
正
予
算
計
７

営
企
業
会
計
補
正
予
算
計
７

件
、
財
産
の
減
額
譲
渡
１
件

件
、
財
産
の
減
額
譲
渡
１
件

の
審
議
を
行
い
、
原
案
の
と

の
審
議
を
行
い
、
原
案
の
と

お
り
承
認
・
可
決
し
、
令
和

お
り
承
認
・
可
決
し
、
令
和

８
年
度
一
般
会
計
予
算
及
び

８
年
度
一
般
会
計
予
算
及
び

特
別
会
計
予
算
、
公
営
企
業

特
別
会
計
予
算
、
公
営
企
業

会
計
予
算
７
件
、
条
例
の
制

会
計
予
算
７
件
、
条
例
の
制

定
及
び
一
部
改
正
８
件
、
そ

定
及
び
一
部
改
正
８
件
、
そ

の
他
１
件
の
計

の
他
１
件
の
計
1616
件
に
つ
い

件
に
つ
い

て
総
務
常
任
委
員
会
に
付
託

て
総
務
常
任
委
員
会
に
付
託

さ
れ
、
第
１
日
目
を
終
了
し

さ
れ
、
第
１
日
目
を
終
了
し

ま
し
た
。

ま
し
た
。

　

最
終
日
の
３
月

　

最
終
日
の
３
月
1010
日
は
、

日
は
、

総
務
常
任
委
員
会
に
付
託
さ

総
務
常
任
委
員
会
に
付
託
さ

れ
た
令
和
８
年
度
一
般
会
計

れ
た
令
和
８
年
度
一
般
会
計

予
算
等

予
算
等
1616
件
に
つ
い
て
、
委

件
に
つ
い
て
、
委

員
長
か
ら
「
原
案
を
可
と
す

員
長
か
ら
「
原
案
を
可
と
す

る
」
報
告
が
な
さ
れ
、
報
告

る
」
報
告
が
な
さ
れ
、
報
告

の
と
お
り
可
決
し
た
後
、
固

の
と
お
り
可
決
し
た
後
、
固

定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
選
任
１
件
、
議
員
提
出

員
の
選
任
１
件
、
議
員
提
出

に
よ
る
発
議
案
１
件
に
つ
い

に
よ
る
発
議
案
１
件
に
つ
い

て
審
議
の
結
果
、
原
案
の
と

て
審
議
の
結
果
、
原
案
の
と

お
り
同
意
・
可
決
し
、
全
て

お
り
同
意
・
可
決
し
、
全
て

の
日
程
を
終
え
、
定
例
会
を

の
日
程
を
終
え
、
定
例
会
を

終
了
し
ま
し
た
。

終
了
し
ま
し
た
。

上程議案 結果

副
１
番

２
番

４
番

５
番

６
番

７
番

８
番

十
河

鷹
嘴

古
橋

渋
谷

曽
慶

大
西

酒
井

（賛成：〇　反対：×　欠席：欠　除斥：除）
□：議事進行により議決に加わらない「-」

議案第１号 専決処分の承認を求めることについて 承認 (3/5) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第２号 令和８年度南富良野町一般会計予算 可決 (3/10) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第３号
令和８年度南富良野町国民健康保険事業特別会計予
算

可決 (3/10) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第４号
令和８年度南富良野町後期高齢者医療事業特別会計
予算

可決 (3/10) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第５号 令和８年度南富良野町介護保険特別会計予算 可決 (3/10) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第６号 令和８年度南富良野町立診療所事業特別会計予算 可決 (3/10) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第７号 令和８年度南富良野町簡易水道事業会計予算 可決 (3/10) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第８号 令和８年度南富良野町公共下水道事業会計予算 可決 (3/10) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第９号 令和７年度南富良野町一般会計補正予算 可決 (3/5) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第10号
令和７年度南富良野町国民健康保険事業特別会計補
正予算

可決 (3/5) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第11号
令和７年度南富良野町後期高齢者医療事業特別会計
補正予算

可決 (3/5) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第12号 令和７年度南富良野町介護保険特別会計補正予算 可決 (3/5) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第13号
令和７年度南富良野町立診療所事業特別会計補正予
算

可決 (3/5) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第14号 令和７年度南富良野町簡易水道事業会計補正予算 可決 (3/5) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第15号 令和７年度南富良野町公共下水道事業会計補正予算 可決 (3/5) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第16号
南富良野町情報通信技術を活用した行政の推進に関
する条例の制定について

可決 (3/10) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議：議長・副：副議長

議

令和８年

第１回定例会

３月５日〜 10 日

鶴雅リゾート株式会社へ鶴雅リゾート株式会社へ
財産の減額譲渡財産の減額譲渡
全員一致で可決全員一致で可決
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専
決
処
分
の
承
認

令和８年度各会計歳入歳出予算総括表

会 計 区 分 令和 8年度予算額 令和 7年度予算額 比 較

一 般 会 計 39 億 1,602 万円 51 億 8,574 万円 △ 12 億 6,972 万円

特
別
会
計

国民健康保険事業 2億 9,292 万円 2億 9,395 万円 △ 103 万円

後期高齢者医療事業 6,342 万円 4,734 万円 1,608 万円

介 護 保 険 2億 9,946 万円 3億 1,942 万円 △ 1,996 万円

町立診療所事業 9,542 万円 1億 1,302 万円 △ 1,760 万円

企
業
会
計

簡 易 水 道 事 業 2億 5,522 万円 3億 1,945 万円 △ 5,423 万円

公共下水道事業 2億 1,754 万円 3億 1,227 万円 △ 8,473 万円

総 計 51 億 4,000 万円 65 億 7,119 万円 △ 14 億 3,119 万円

　　　　   ※予算の内容については、町広報紙４月号に詳しく掲載されています。

議案の賛否一覧表

上程議案 結果

副
１
番

２
番

４
番

５
番

６
番

７
番

８
番

十
河

鷹
嘴

古
橋

渋
谷

曽
慶

大
西

酒
井

（賛成：〇　反対：×　欠席：欠　除斥：除）
□：議事進行により議決に加わらない「-」

議案第17号 南富良野町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基
準を定める条例の制定について

可決 (3/10) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第18号 南富良野町特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を
定める条例の制定について

可決 (3/10) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第19号 児童福祉法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の
整理に関する条例の制定について

可決 (3/10) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第20号 南富良野町行政手続条例の一部を改正する条例の制定につ
いて

可決 (3/10) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第21号 議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部
を改正する条例の制定について

可決 (3/10) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第22号 特別職の職員の旅費条例の一部を改正する条例の制定につ
いて

可決 (3/10) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第23号 南富良野町職員の旅費に関する条例の一部を改正する条
例の制定について

可決 (3/10) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第24号 南富良野町過疎地域持続的発展市町村計画の策定について 可決 (3/10) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第25号 財産の減額譲渡について 可決 (3/5) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第26号 南富良野町固定資産評価審査委員会委員の選任について 同意 (3/10) 無記名投票結果同意 ―

発議案 1 号 南富良野町議会傍聴規則の全部改正について 可決 (3/10) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議：議長・副：副議長

議

令
和
８
年
度
予
算

令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
７
２
万
円
を
追

加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

54
億
９
１
４
４
万
円
と
す
る
も
の

で
す
。 (

南
富
良
野
町
議
会
議
員

補
欠
選
挙
に
伴
う
専
決
処
分)

　

町
民
の
暮
ら
し
に
直
結
す
る
必

要
経
費
を
中
心
と
し
た
骨
格
予
算

案
の
編
成
と
し
、
歳
入
に
つ
い
て

は
特
定
財
源
の
積
極
的
な
確
保
に

努
め
る
と
と
も
に
、
歳
出
に
つ
い

て
は
従
来
か
ら
計
上
し
て
い
る
各

種
団
体
の
運
営
、
育
成
に
要
す
る

負
担
金
、
補
助
金
を
初
め
、
学
校

運
営
等
の
教
育
に
必
要
な
経
常
経

費
、
ま
た
国
及
び
道
の
採
択
を
受

け
て
い
る
事
業
並
び
に
前
年
度
か

ら
の
継
続
事
業
、
施
設
等
の
管
理

運
営
経
費
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
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条
例
の
制
定

○
南
富
良
野
町
情
報
通
信
技
術
を

活
用
し
た
行
政
の
推
進
に
関
す

る
条
例

　

住
民
か
ら
の
申
請
行
為
等
（
申

請
、
支
払
い
、
通
知
他
）
に
対
し

電
子
申
請
を
行
え
る
よ
う
に
す
る

た
め
、「
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し

た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
」

を
基
に
新
た
に
制
定
す
る
も
の
で

す
。

○
南
富
良
野
町
乳
児
等
通
園
支
援

事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例

　

乳
幼
児
等
通
園
支
援
事
業
（
こ

ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
）
の
開
始

に
係
る
国
の
基
準
に
基
づ
き
新
た

に
制
定
す
る
も
の
で
す
。

○
南
富
良
野
町
特
定
乳
児
等
通
園

支
援
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例

　

道
か
ら
支
払
わ
れ
る
「
特
定
乳

児
等
通
園
支
援
事
業
給
付
金
」
を

受
け
る
た
め
新
た
に
制
定
す
る
も

の
で
す
。

〇
児
童
福
祉
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条

例
の
整
理
に
関
す
る
条
例

　

法
改
正
に
よ
る
引
用
箇
所
を
追

加
・
改
正
（
虐
待
等
の
禁
止
条
項

に
お
い
て
禁
止
行
為
の
規
定
の
追

加
、「
地
域
限
定
保
育
士
」
の
制
度

化
、
家
庭
的
保
育
利
用
乳
幼
児
の

健
康
診
断
を
乳
幼
児
健
診
に
よ
る

代
替
を
可
能
と
す
る
項
目
の
追
加

に
よ
る
改
正
）
す
る
も
の
で
す
。

〇
南
富
良
野
町
行
政
手
続
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

不
利
益
処
分
に
先
立
つ
聴
聞
の

通
知
な
ど
に
つ
い
て
、
従
来
の
掲

示
場
へ
の
掲
示
に
加
え
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
等
を
活
用
し
た
方
法
に
よ

る
公
示
が
可
能
と
な
る
よ
う
改
正

す
る
も
の
で
す
。

〇
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
及
び

費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

〇
特
別
職
の
職
員
の
旅
費
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

〇
南
富
良
野
町
職
員
の
旅
費
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

宿
泊
料
：
道
内
９
８
０
０
円
を

１
３
０
０
０
円
、
道
外
１
３
０
０

０
円
を
１
５
０
０
０
円
に
改
正
、

日
当
を
東
京
都
23
区
に
限
り
１
５

０
０
円
加
算
、
車
賃
１
㎞
20
円
を

30
円
に
改
正
す
る
も
の
で
す
。

■
一
般
会
計

・
標
準
化
シ
ス
テ
ム
利
用
料

　
　
　
　
　
　
　

△
８
２
１
万
円

・
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
利
用
料

　
　
　
　
　
　

△
１
５
８
４
万
円

・
防
災
行
政
無
線
実
施
計
画
委
託
料

　
　
　
　
　
　
　

△
６
９
５
万
円

・
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
シ
ス
テ

ム
改
修
経
費

　
　
　
　
　
　
　
　

４
０
２
万
円

・
ま
ち
づ
く
り
応
援
基
金
積
立
金

　
　
　
　
　
　
　

△
６
５
０
万
円

・
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
料
金

助
成
金

　
　
　
　
　
　
　

△
３
０
２
万
円

・
ひ
熊
及
び
鹿
捕
獲
奨
励
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

58
万
円

・
金
山
町
有
住
宅
屋
根
外
壁
改
修
工

事

　
　
　
　
　
　
　

△
６
６
５
万
円

・
教
育
委
員
会
会
計
年
度
任
用
職
員

人
件
費

　
　
　
　
　
　
　

△
３
４
３
万
円

・
高
等
学
校
学
生
寮
増
設
工
事

　
　
　
　
　
　
　

△
３
８
８
万
円

■
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

・
一
般
被
保
険
者
医
療
給
付
費
負
担

金

　
　
　
　
　
　

△
１
６
８
０
万
円

■
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会

計
・
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
納
付

金

　
　
　
　
　
　
　

△
２
９
１
万
円

■
介
護
保
険
特
別
会
計

・
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
給
付
費
負

担
金

　
　
　
　
　
　

△
３
０
０
９
万
円

・
特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
費

負
担
金

　
　
　
　
　
　
　

△
６
８
６
万
円

■
町
立
診
療
所
事
業
特
別
会
計

・
診
療
業
務
委
託
料

　
　
　
　
　
　

△
１
１
５
１
万
円

■
簡
易
水
道
事
業
会
計

・
幾
寅
地
区
簡
易
水
道
機
械
計
装
設

備
工
事

　
　
　
　
　
　
　

△
３
９
２
万
円

■
公
共
下
水
道
事
業
会
計

・
南
富
良
野
浄
化
セ
ン
タ
ー
外
機
械

設
備
改
修
に
伴
う
実
施
設
計
委

託
料

　
　
　
　
　
　
　

△
３
５
１
万
円

【 

一
般
会
計 

】

問
古
橋
古
橋　

ま
ち
づ
く
り
応
援
寄
附

金
の
昨
年
度
及
び
今
年
度
の
実
績

に
つ
い
て
伺
う
。

答
企
画
課
長　

令
和
６
年
度
の
実

績
は
５
４
０
５
件
、
９
１
９
８
万

６
４
０
０
円
で
あ
り
、
今
年
度
の

現
時
点
に
お
け
る
見
込
み
は
４
３

０
０
件
、
７
７
０
０
万
円
で
あ
る
。

条
例
の
一
部
改
正

補
正
予
算
の
主
な
も
の

補
正
予
算
質
疑
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問
古
橋
古
橋　

防
災
行
政
無
線
実
施
設

計
委
託
料
に
つ
い
て
、
６
９
５
万

２
０
０
０
円
の
減
額
は
入
札
に
お

け
る
落
札
価
格
に
よ
る
も
の
と
さ

れ
て
い
る
が
、
実
際
に
ど
の
程
度

の
減
額
と
な
っ
た
の
か
を
伺
う
。

答
総
務
課
長　

予
算
額
は
１
１
９

０
万
２
０
０
０
円
で
あ
っ
た
が
、

３
社
に
よ
る
入
札
の
結
果
、
４
９

５
万
円
で
落
札
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

そ
の
差
額
を
執
行
残
と
し
て
減
額

す
る
も
の
で
あ
る
。

問
古
橋
古
橋　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ

ル
ギ
ー
利
用
推
進
事
業
補
助
金
が

１
１
０
万
５
０
０
０
円
減
と
な
っ

て
い
る
理
由
に
つ
い
て
伺
う
。

答
産
業
課
長　

薪
ス
ト
ー
ブ
の
導

入
に
つ
い
て
は
補
助
率
２
分
の

１
、
上
限
25
万
円
、
薪
ス
ト
ー

ブ
設
置
費
等
に
つ
い
て
は
補
助

率
２
分
の
１
、
上
限
40
万
円
と

し
、
そ
れ
ぞ
れ
２
件
分
の
予
算
措

置
を
行
っ
て
い
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
実
際
の
実
績
は
薪
ス
ト
ー
ブ

設
置
１
件
の
み
で
あ
り
、
補
助
金

の
執
行
額
は
19
万
５
０
０
０
円
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
当
初

予
算
額
１
３
０
万
円
か
ら
執
行
額

19
万
５
０
０
０
円
を
差
し
引
い
た

１
１
０
万
５
０
０
０
円
を
減
額
す

る
も
の
で
あ
る
。

問
大
西
大
西　　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
料
金
助
成
金
３
０
１
万
７
０

０
０
円
の
減
額
及
び
帯
状
疱
疹
ワ

ク
チ
ン
接
種
費
用
助
成
金
１
５
０

万
７
０
０
０
円
の
減
額
に
つ
い
て
、

当
初
の
見
込
人
数
及
び
実
際
の
接

種
者
数
。
ま
た
、
帯
状
疱
疹
ワ
ク

チ
ン
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
か
ら

国
の
補
助
対
象
と
な
っ
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
接
種
者
数
が
少

な
か
っ
た
理
由
に
つ
い
て
伺
う
。

答
保
健
福
祉
課
長　

新
型
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
は
、
当

初
４
１
４
名
を
見
込
ん
で
い
た
が
、

実
績
は
２
０
３
名
と
大
幅
に
減
少

し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
感
染
の
収

束
や
重
症
化
リ
ス
ク
の
低
下
、
さ

れ
る
患
者
が
少
な
く
な
っ
て
い
る

と
い
う
報
道
等
の
影
響
に
よ
り
、

接
種
に
対
す
る
関
心
が
低
下
し
た

こ
と
が
主
な
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
に
つ

い
て
も
、
当
初
１
０
５
名
を
見
込

ん
で
い
た
の
に
対
し
、
実
績
は
50

名
と
減
少
し
て
い
る
。
制
度
開
始

初
年
度
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
対
象

者
の
関
心
の
低
さ
や
周
知
不
足
が

要
因
と
考
え
ら
れ
る
。
今
後
は
、

広
報
の
充
実
を
図
り
、
接
種
の
促

進
に
努
め
る
。

問
大
西
大
西　

会
計
年
度
任
用
職
員
報

酬
２
５
３
万
４
０
０
０
円
の
減
額

及
び
共
済
費
90
万
円
の
減
額
に
つ

い
て
、
学
習
支
援
員
の
本
年
度
採

用
予
定
者
１
名
が
採
用
に
至
ら
な

か
っ
た
こ
と
に
加
え
、
１
月
に
１

名
が
退
職
し
た
こ
と
に
よ
り
、
そ

の
分
の
人
件
費
が
減
額
と
な
っ
て

い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ

れ
に
よ
り
、
職
員
が
減
少
し
た
こ

と
に
よ
る
現
場
業
務
へ
の
支
障
の

有
無
に
つ
い
て
伺
う
。

答
教
育
次
長　

小
学
校
の
学
習
支

援
員
に
つ
い
て
は
、
当
初
７
名
体

制
を
予
定
し
て
い
た
が
、
１
名
を

確
保
で
き
ず
、
６
名
体
制
で
の
運

営
と
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
６
名

体
制
に
お
い
て
も
業
務
は
適
切
に

遂
行
さ
れ
て
お
り
、
大
き
な
支
障

は
生
じ
て
い
な
い
。

問

十
河
十
河　

保
育
所
入
所
負
担
金

２
０
１
万
２
０
０
０
円
の
増
額
に

つ
い
て
、
そ
の
理
由
及
び
児
童
数

が
当
初
見
込
み
か
ら
ど
の
程
度
増

加
し
た
こ
と
に
伴
う
も
の
か
。
ま

た
、
来
年
度
の
幾
寅
保
育
所
及
び

金
山
保
育
所
の
入
所
予
定
人
数
に

つ
い
て
伺
う
。

答
保
健
福
祉
課
長　

保
育
所
入
所

負
担
金
が
増
加
し
た
主
な
理
由
は
、

町
内
入
所
者
の
有
料
対
象
児
童
が

当
初
５
名
の
見
込
み
に
対
し
、
実

績
は
12
名
と
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。

ま
た
、
広
域
入
所
に
つ
い
て
も
、

富
良
野
市
か
ら
の
児
童
が
当
初
２

名
か
ら
４
名
に
増
加
し
、
収
入
の

増
加
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
な
お
、

来
年
度
の
入
所
予
定
人
数
は
、
幾

寅
保
育
所
46
名
、
金
山
保
育
所
１

名
で
あ
る
。

問

渋
谷
渋
谷　

金
山
町
有
住
宅
屋
根
外

壁
改
修
工
事
６
６
５
万
円
の
減
額

の
内
容
に
つ
い
て
、
改
め
て
伺
う
。

答
建
設
課
長 

当
初
は
屋
根
及
び

外
壁
の
改
修
を
予
定
し
て
い
た
が
、

空
き
状
況
や
今
後
の
運
用
を
考
慮

利用推進事業補助金により

設置された薪ストーブ

新型コロナワクチン定期接種

周知用リーフレット
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し
、
当
該
工
事
は
実
施
し
な
い
こ

と
と
し
た
。

答
副
町
長 

金
山
地
区
に
は
３
団

地
の
町
営
住
宅
が
あ
る
が
、
い
ず

れ
も
空
き
が
発
生
し
て
お
り
、
維

持
管
理
の
在
り
方
が
課
題
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
た
め
、
団
地
を

１
～
２
か
所
に
集
約
す
る
方
針
と

し
、
耐
用
年
数
の
長
い
東
団
地
を

中
心
に
整
理
を
検
討
し
て
い
る
。

こ
の
方
針
に
基
づ
き
、
町
有
住
宅

の
整
備
は
本
年
度
見
送
る
こ
と
と

し
、
当
初
予
定
し
て
い
た
予
算

６
６
５
万
円
を
減
額
し
た
も
の
で

あ
る
。

問
渋
谷
渋
谷 

今
後
の
３
地
区
の
町
営
住

宅
に
つ
い
て
、
入
居
状
況
を
踏
ま

え
、
取
壊
し
を
進
め
る
の
か
、
あ

る
い
は
改
修
を
行
わ
な
い
方
針
と

す
る
の
か
伺
う
。

答
副
町
長 

町
営
住
宅
に
つ
い
て

は
、
耐
用
年
数
の
長
い
東
団
地
へ

入
居
を
集
約
し
、
同
団
地
を
中
心

に
維
持
管
理
し
て
い
く
方
針
で
あ

る
。
ま
た
、
老
朽
化
し
た
木
造
住

宅
に
つ
い
て
は
、
入
居
状
況
を
踏

ま
え
、
将
来
的
に
取
壊
し
を
検
討

す
る
も
の
で
あ
る
。

問
渋
谷
渋
谷 

ひ
熊
及
び
鹿
捕
獲
奨
励
金

58
万
１
０
０
０
円
の
増
額
に
つ
い

て
、 

ひ
熊
、
鹿
及
び
ウ
サ
ギ
の
捕

獲
見
込
頭
数
を
伺
う
。

答

産
業
課
長 

ひ
熊
・
鹿
等
の
捕

獲
奨
励
金
に
つ
い
て
、
当
初
は
鹿

８
０
０
頭
、
ひ
熊
25
頭
、
ウ
サ
ギ

30
頭
を
見
込
ん
で
い
た
が
、
実
績

見
込
み
は
鹿
９
６
６
頭
、
ひ
熊
24

頭
、
ウ
サ
ギ
15
頭
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
既
に
補
正
し
た
分
に

加
え
、
さ
ら
に
58
万
１
０
０
０
円

を
増
額
し
た
も
の
で
あ
る
。

〇
南
富
良
野
町
過
疎
地
域
持
続
的

発
展
市
町
村
計
画
の
策
定

　

過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展
の
支

援
に
関
す
る
特
別
措
置
法
に
基
づ

き
計
画
を
策
定
す
る
も
の
で
す
。

　

計
画
期
間
：
令
和
８
年
度
か
ら

令
和
12
年
度

令和 7年度各会計補正予算 補 正 額 補 正 後

一  般  会  計 △ 17,199 万円 53 億 1,944 万円

国民健康保険事業特別会計 △ 2,231 万円 2億 7,514 万円

後期高齢者医療事業特別会計 △ 291 万円 4,754 万円

介 護 保 険 特 別 会 計 △ 4,131 万円 2億 8,433 万円

町 立 診 療 所 事 業 特 別 会 計 △ 1,305 万円 1億　 402 万円

簡 易 水 道 事 業 会 計 △ 454 万円 3億 1,025 万円

公 共 下 水 道 事 業 会 計 △ 395 万円 3億　  83 万円

総  計 △ 26,006 万円 66 億 4,155 万円

■財産の減額譲渡
財 産 の 種 類 土地

土 地 の 所 在 地
空知郡南富良野町字東鹿越 56 番 2、57 番 2、63 番 2、67 番 4

68 番 2、69 番 2、70 番 2、994 番 2

地 目 及 び 地 積 ( ㎡ )
原野 44,752 ㎡
山林４4,196 ㎡
合計 48,948 ㎡

鑑 定 評 価 額 17,488,258 円

譲 渡 価 格 10,000,000 円

譲 渡 日 令和 8 年 4 月 1 日

譲 渡 の 相 手 先
釧路市阿寒町阿寒湖温泉 4 丁目 6 番 10 号
鶴雅リゾート株式会社 代表取締役 大西 雅之

そ
の
他

南富良野町過疎地域持続的発展市町村計画書

改修工事を実施しなかった金山町有住宅
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〇
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
選
任

　

町
長
が
選
任
す
る
に
あ
た
り
、

議
会
の
同
意
を
求
め
る
議
案
が
提

出
さ
れ
、
無
記
名
投
票
の
結
果
、

賛
成
多
数
で
同
意
す
る
こ
と
に
決

定
し
ま
し
た
。

・
小
泉  

憲
勝
氏
（
７
期
目
）

・
任
期
：
令
和
８
年
５
月
24
日
か
ら

令
和
11
年
５
月
23
日

○
南
富
良
野
町
議
会
傍
聴
規
則
の

全
部
改
正
に
つ
い
て

　

個
人
情
報
保
護
の
観
点
及
び
現

在
の
社
会
情
勢
等
に
照
ら
し
、
標

準
町
村
議
会
傍
聴
規
則
が
改
正
さ

れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
現
行
の
傍

聴
人
先
着
名
簿
を
傍
聴
人
受
付
票

に
改
め
る
な
ど
、
規
定
全
般
に
わ

た
り
整
理
を
行
う
も
の
で
す
。

　

総
務
常
任
委
員
会
で
は
、
次
の

１
件
に
つ
い
て
閉
会
中
の
継
続
調

査
を
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

・
南
富
良
野
高
等
学
校
教
職
員
と
の

懇
談
会
に
つ
い
て
（
今
後
の
高

等
学
校
の
在
り
方
）

　

小
野
秀
議
員
よ
り
辞
職
を
求
め

る
願
い
が
１
月
30
日
付
け
で
提
出

さ
れ
、
閉
会
中
の
為
、
議
長
が
２

月
10
日
付
け
で
辞
職
を
許
可
し
ま

し
た
。
こ
の
辞
職
に
伴
い
、
議
員

数
が
８
名
か
ら
７
名
に
な
り
ま
し

た
。（
３
月
24
日
告
示
日
の
町
議
会

議
員
補
欠
選
挙
に
立
候
補
者
が
い

ま
せ
ん
で
し
た
）

　

議
員
の
辞
職
に
伴
い
、
欠
員
が

生
じ
た
富
良
野
広
域
連
合
議
会
議

員
に
つ
い
て
は
、
本
定
例
会
に
お

い
て
指
名
推
薦
に
よ
る
選
挙
、
議

会
運
営
委
員
会
副
委
員
長
に
つ
い

て
は
、
２
月
27
日
開
催
の
委
員
会

に
お
い
て
互
選
が
行
な
わ
れ
、
左

記
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

〇
富
良
野
広
域
連
合
議
会
議
員

　
　
　
　
　
　
　

大
西　
　

知
幸

〇
議
会
運
営
委
員
会
副
委
員
長

　
　
　
　
　
　
　

渋
谷　
　

浩
岐

大
西
大
西 

 

町
の
霊
柩
車
は
葬
儀
場
か

ら
火
葬
場
ま
で
運
行
し
て
い
る
が
、

老
朽
化
に
よ
り
廃
車
予
定
で
あ
る

と
聞
い
て
い
る
。
廃
車
後
は
富
良

野
市
の
葬
儀
業
者
か
ら
霊
柩
車
を

手
配
す
る
必
要
が
あ
る
状
況
で
あ

る
。
町
の
使
用
料
は
６
０
０
０
円

で
あ
る
の
に
対
し
、
民
間
利
用
で

は
３
万
円
か
ら
６
万
円
程
度
の
費

用
が
見
込
ま
れ
、
遺
族
負
担
の
増

加
が
懸
念
さ
れ
る
。
遺
族
の
負
担

軽
減
の
観
点
か
ら
、
町
と
し
て
何

ら
か
の
対
応
が
必
要
で
あ
る
と
思

う
が
、
現
時
点
に
お
け
る
町
長
の

考
え
方
を
伺
う
。

町
長　

町
有
霊
柩
車
は
平
成
５
年

に
購
入
し
た
も
の
で
あ
り
、
経
過

年
数
が
30
年
以
上
と
な
り
、
経
年

人
事
案
件

議
員
発
議

閉
会
中
の
継
続
調
査

議
員
辞
職
に
つ
い
て

一般質問　南富良野町議会議員が町政に質問

質問議員 担当課 質問事項 頁

大西　知幸　議員 建設課 霊柩車の廃止について 7・8

You Tube 配信：一般質問の配信時間を表示しています。

問　霊柩車廃止後の遺族負担軽減策は

どうするのか

一
般
質
問
（
要
旨
）

 

大お
お
に
し西 　

知と
も
ゆ
き幸

議
員

担当課

「建設課」

答  遺族負担軽減に向け今後具体的に

検討する

YouTube配信YouTube配信
3月5日：17：00～26：153月5日：17：00～26：15
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劣
化
が
著
し
い
状
況
で
あ
る
。
ヒ
ー

タ
ー
の
故
障
に
よ
り
部
品
供
給
も

な
く
、
修
理
に
は
多
額
の
費
用
を

要
す
る
見
込
み
で
あ
り
、
今
後
も

各
所
で
故
障
が
発
生
す
る
可
能
性

が
高
い
状
況
で
あ
る
。
利
用
状
況

に
つ
い
て
も
、
近
年
は
葬
儀
の
多

く
が
富
良
野
市
の
葬
儀
場
で
行
わ

れ
、
葬
儀
社
の
霊
柩
車
利
用
が
主

流
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
町

有
霊
柩
車
の
利
用
回
数
は
減
少
し

て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　

ま
た
、
北
海
道
内
に
お
い
て
自

治
体
が
霊
柩
車
を
保
有
し
運
行
し

て
い
る
例
は
少
な
く
、
多
く
の
自

治
体
が
民
間
へ
移
行
し
て
い
る
状

況
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
状
況
を
総

合
的
に
勘
案
す
る
と
、
町
有
霊
柩

車
の
廃
止
は
や
む
を
得
な
い
も
の

と
認
識
し
て
い
る
。

　

一
方
で
、
廃
止
に
伴
い
民
間
利

用
に
よ
る
費
用
増
加
が
遺
族
負
担

と
な
る
こ
と
に
つ
い
て
は
課
題
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
な
お
、

現
有
車
両
は
８
月
ま
で
使
用
可
能

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
時
点
に
お

い
て
具
体
的
な
方
針
の
決
定
は
差

し
控
え
る
が
、
今
後
、
議
会
と
と

も
に
負
担
軽
減
策
を
含
め
十
分
に

議
論
を
行
い
、
対
応
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

大
西
大
西　

近
年
は
富
良
野
市
内
の
斎

場
を
利
用
す
る
葬
儀
が
増
加
し
、

町
内
で
の
葬
儀
お
よ
び
霊
柩
車
の

利
用
回
数
は
減
少
し
、
年
間
10
回

を
下
回
る
状
況
で
あ
る
。
民
間
の

霊
柩
車
を
利
用
し
た
場
合
、
町
有

霊
柩
車
に
比
べ
て
費
用
が
５
倍
か

ら
10
倍
程
度
と
な
る
こ
と
か
ら
、

維
持
費
を
踏
ま
え
れ
ば
廃
車
も
選

択
肢
の
一
つ
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。

　

一
方
で
、
遺
族
の
葬
儀
費
用
負

担
軽
減
の
観
点
か
ら
、
霊
柩
車
使

用
料
に
対
す
る
助
成
措
置
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
る
。
近
年
は
小
規

模
葬
儀
や
家
族
葬
が
増
加
し
て
い

る
状
況
も
踏
ま
え
、
助
成
を
行
う

よ
う
要
望
し
た
い
。

　　

令
和
８
年
第
１
回
臨
時
会
は
、

１
月
30
日
に
招
集
さ
れ
、
提
案
さ

れ
た
議
案
を
原
案
の
と
お
り
承
認
・

可
決
し
閉
会
し
ま
し
た
。

令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
７
７
万
円
を
追

加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

54
億
２
０
０
６
万
円
と
す
る
も
の

で
す
。(

衆
議
院
議
員
選
挙
費
に
伴

う
専
決
処
分)

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６
７
６
５
万
円
を

追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

を
54
億
８
７
７
１
万
円
と
す
る
も

の
で
す
。

○
補
正
予
算
の
主
な
も
の

・
物
価
高
騰
対
策
支
援
事
業

　
　
　
　
　
　
　

６
２
４
８
万
円

・
物
価
高
騰
対
策
水
道
事
業
生
活
者

支
援
給
付
金

　
　
　
　
　
　

 

　

 

　

 
 

20
万
円

・
簡
易
水
道
事
業
公
営
企
業
会
計
繰

出
金

　
　
　
　
　
　
　
　

４
９
７
万
円　

町が所有する霊柩車

上程議案 結果

副

１

番

２

番

3

番

４

番

５

番

６

番

７

番

８

番

十

河

鷹

嘴

小

野

古

橋

渋

谷

曽

慶

大

西

酒

井

（賛成：〇　反対：×　欠席：欠　除斥：除）
□：議事進行により議決に加わらない「-」

議 案
第１号

専決処分の承認を求
めることについて

承認
(1/30) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議 案
第２号

令和７年度南富良野
町一般会計予算

可決
(1/30) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案の賛否一覧表

令和８年第１回

臨時会
１月３０日

専
決
処
分
の
承
認

一
般
会
計
補
正
予
算

議：議長・副：副議長

令和 7年度各会計補正予算 補 正 額 補 正 後

一  般  会  計 6,765 万円 54 億 8,771 万円

国民健康保険事業特別会計 ― 2億 9,745 万円

後期高齢者医療事業特別会計 ― 5,045 万円

介 護 保 険 特 別 会 計 ―　 3億 2,564 万円

町 立 診 療 所 事 業 特 別 会 計 ― 1億 1,707 万円

簡 易 水 道 事 業 会 計 ― 3億 1,479 万円

公 共 下 水 道 事 業 会 計 ― 3億 1,478 万円

合  計 6,765 万円　 68 億 9,789 万円

議
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南
富
良
野
高
等
学
校
の
出
願
状

況
及
び
学
生
寮
の
見
通
し
並
び
に

増
設
工
事
の
進
捗
に
つ
い
て
、
所

管
課
か
ら
説
明
を
受
け
た
。

①
出
願
状
況	

　

令
和
８
年
度
の
出
願
者
数
は
22

名
で
あ
り
、
内
訳
は
男
子
10
名
、

女
子
12
名
で
あ
る
。
う
ち
２
名
は

推
薦
入
試
を
受
験
済
み
で
あ
り
、

残
る
20
名
は
一
般
入
学
試
験
を
受

験
す
る
予
定
で
あ
る
。
例
年
、
出

願
者
の
大
半
が
入
学
し
て
い
る
状

況
で
あ
る
。
出
身
中
学
校
は
富
良

野
沿
線
の
ほ
か
、
旭
川
方
面
、
札

幌
方
面
、
十
勝
方
面
な
ど
広
域
に

わ
た
っ
て
い
る
。
ま
た
、
鹿
児
島

県
徳
之
島
か
ら
の
出
願
者
も
１
名

あ
り
、
当
該
生
徒
は
富
良
野
市
内

の
親
族
宅
か
ら
通
学
す
る
予
定
で

あ
る
。
在
校
生
は
３
年
生
12
名
、

２
年
生
17
名
、
１
年
生
22
名
の
計

51
名
で
あ
る
。
３
年
生
卒
業
後
は

39
名
と
な
り
、
新
入
生
22
名
が
入

学
し
た
場
合
、
在
校
生
は
61
名
と

な
る
見
込
み
で
あ
る
。

②
学
生
寮
等
の
状
況

　

遠
方
か
ら
住
ま
い
が
必
要
と
な

る
入
学
予
定
者
は
男
子
１
名
、
女

子
９
名
で
あ
る
。
既
存
の
寮
、
下

宿
及
び
増
設
寮
の
空
室
状
況
を
踏

ま
え
、
男
女
の
バ
ラ
ン
ス
や
本
人

の
希
望
等
を
勘
案
し
な
が
ら
入
居

調
整
を
行
う
方
針
で
あ
る
。

　

学
生
寮
増
設
工
事
は
１
月
末
時

点
で
進
捗
率
約
30
％
で
あ
り
、
建

物
躯
体
の
施
工
を
終
え
、
現
在
は

外
装
工
事
を
進
め
て
い
る
。
今
後

は
内
部
工
事
に
着
手
す
る
予
定
で

あ
り
、
現
時
点
で
大
き
な
遅
れ
は

な
く
、
概
ね
順
調
に
進
捗
し
て
い

る
状
況
で
あ
る
。

　

委
員
か
ら
は
、
少
子
化
が
進
行

す
る
中
で
安
定
的
な
生
徒
確
保
を

図
る
た
め
、
全
国
規
模
で
の
募
集

や
留
学
制
度
の
活
用
な
ど
、
よ
り

積
極
的
な
取
組
を
検
討
す
べ
き
と

の
意
見
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
町
が

財
政
的
支
援
を
行
っ
て
い
る
実
情

を
踏
ま
え
、
卒
業
生
が
地
元
へ
就

職
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
一
層
強

化
す
べ
き
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
議
会
と
し
て
も
本
町
の

高
校
振
興
に
主
体
的
に
関
わ
る
べ

き
で
あ
り
、
学
校
側
と
の
意
見
交

換
の
場
を
設
け
、
相
互
理
解
を
深

め
な
が
ら
方
向
性
を
共
有
す
る
必

要
が
あ
る
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

【
委
員
会
と
し
て
の
ま
と
め
】

　

委
員
会
と
し
て
は
、
令
和
８
年

度
の
出
願
状
況
は
一
定
の
成
果
が

見
ら
れ
る
も
の
の
、
少
子
化
の
進

行
を
踏
ま
え
、
全
国
募
集
の
実
現
、

地
域
と
の
連
携
強
化
及
び
地
元
就

職
環
境
の
整
備
な
ど
を
戦
略
的
に

推
進
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
認
識

で
あ
る
。
ま
た
、
議
会
と
し
て
高

校
振
興
に
主
体
的
に
関
与
す
る
姿

勢
が
重
要
で
あ
り
、
学
校
側
と
の

懇
談
の
機
会
を
設
け
る
こ
と
と
し

た
上
で
、
６
月
定
例
会
ま
で
の
継

続
調
査
と
し
た
。

　

本
件
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

継
続
的
に
調
査
を
行
っ
て
き
た
が
、

施
設
整
備
の
方
向
性
、
既
存
施
設

改
修
の
可
否
、
跡
地
活
用
な
ど
の

具
体
的
な
方
向
性
が
十
分
に
示
さ

れ
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
。

　

委
員
か
ら
は
、
漫
然
と
し
た
継

続
は
適
当
で
な
く
、
行
政
と
の
連

携
強
化
及
び
財
政
的
影
響
を
含
め

た
具
体
的
検
証
が
必
要
で
あ
る
と

の
意
見
が
あ
り
、
特
別
委
員
会
設

置
を
含
め
た
対
応
を
検
討
す
べ
き

と
の
意
見
も
あ
っ
た
。

【
委
員
会
と
し
て
の
ま
と
め
】

　

委
員
会
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
を

踏
ま
え
、
現
段
階
で
の
調
査
は
終

了
し
、
６
月
定
例
会
に
お
い
て
の

町
政
執
行
方
針
及
び
財
政
見
通
し

等
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
総
務
委

員
会
で
の
継
続
調
査
と
す
る
か
、

ま
た
は
特
別
委
員
会
を
設
置
す
る

か
を
改
め
て
協
議
す
る
こ
と
と
し

た
。

   調査日：令和 8 年 2 月 16 日　１日間      調査日：令和 8 年 2 月 16 日　１日間   

総務常任委員会の調査・活動

委員会レポート

　

令
和
８
年
度
南
富
良
野
高
等
学

校
の
出
願
状
況
及
び
学
生
寮
等
の

見
通
し
に
つ
い
て

　

介
護
老
人
福
祉
施
設
の
あ
り
方

に
つ
い
て

南富良野高等学校学生寮 ( 緑南寮１号館・２号館 )
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議 会 の 動 き 令和８年２月～令和８年４月

（町政はあなたのために）
議会を傍聴してみませんか

次の定例会の開会予定は
６月11日（木）～19日（金）です。

　町議会は、定例会が年４回（３月・６月・９月・１２月）

開かれ、そのほか臨時会が必要ある時に開かれます。議会

の傍聴は町政の運営状況や議員の活動状況を知るよい機会

です。定例会では議案審議のほかにも、議員が行政に質問

をする「一般質問」も行われますので、お気軽にお越しく

ださい。皆様の傍聴をお待ちしております。

　会議中継映像をインターネット（You Tube）で動画配

信しています。生中継と録画配信をしており、いつでも視

聴できますので、ぜひご覧ください。

※録画配信されるまでに時間がかかる場合があります。

表紙の写真（町の風物詩【春風】）

　この南富良野高等学校アウトドア発表会は、１・
2年生が発表者となり毎年3月中旬に開催されます。
　生徒が「アウトドアⅠ・Ⅱ」科目受講について、
グループに分かれて発表します。発表会は学校関係
者だけではなく、町民も見学可能です。(開催日程は、
高校が発行する広報誌で周知しています。)
　生徒からは、多様な人と関わるコミュニケーショ
ンの能力が向上した、身近な自然について学ぶ事が
できたなどの感想もありました。
※今年度の南富良野高等学校入学者数は 21 名です。
※令和 3 年度より「アウトドア」を学校の設定科目
とし、多様化する社会に対応できる人材を育成する
学びの場を提供する特色ある学校づくりが進められ
ています。

自衛隊第14施設群長感謝状贈呈式

2 月 6 日 〇 上川町村議会議長会定期総会及び

行政懇談会（旭川市）

12 日 〇 全員協議会

13 日 〇 富良野沿線市町村長・正副議会議長

合同会議（上富良野町）

〇 富良野地域人材開発センター連絡

会議（上富良野町）

16 日 〇 総務常任委員会

27 日 〇 議会運営員会

3月 1日 〇 南富良野高等学校卒業証書授与式

4日 〇 自衛隊第 14 施設群長感謝状贈呈式

5日 〇 南富良野町議会第 1回定例会

～ 10 日 〇 議会運営委員会

〇 全員協議会

〇 総務常任委員会

〇 議会広報特別委員会

9日 〇 上富良野駐屯地幹部異動に伴う送別会

（上富良野町）

12 日 〇 南富良野中学校卒業証書授与式

19 日 〇 南富良野小学校卒業証書授与式

〇 南富良野西小学校卒業証書授与式

３月 27 日 〇 教職員離任挨拶来局

4月 2日 〇 教職員着任挨拶来局

7日 〇 南富良野西小学校入学式

〇 南富良野中学校入学式

8日 〇 南富良野高等学校入学式

12 日 〇 納猟会　

15 日 〇 南富良野町林野火災予消防対策協議会

〇 上富良野駐屯地司令及び多田弾薬

支処長異動に伴う歓迎会（上富良野町）

24 日 〇 富良野地方自衛隊協力会定期総代

会・役員会（上富良野町）

25 日 〇 建設課西田弘和主幹逝去に伴う通

夜焼香（富良野市）

27 日 〇 南富良野町議会第 2回臨時会

〇 議会運営委員会

28 日 〇 南富良野町高齢者事業団通常総会

「議会だより」についてご意見をお寄せください。
　議会広報特別委員会は、より見やすい、親しまれる「議会
だより」づくりを目指しています。ご意見やご感想、どんな
ことでも結構です。どうぞ議会事務局までお寄せください。

　　　　　　　議会広報特別委員会委員長：古橋　国久
　　　　　　　　　　　　　　　副委員長：十河　総子
　　　　　　　　連絡先：５２－２１１４（議会事務局）


